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き
ら
く
で
、
金
曜
日
は
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

あ
み
か
21
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

乳
幼
児
や
小
学
生
等
の
子
育
て
中
の
保
護
者
を

会
員
と
し
て
、
子
ど
も
の
預
か
り
等
の
援
助
を
受

け
る
こ
と
を
希
望
す
る
人
と
、
援
助
を
行
う
こ
と

を
希
望
す
る
人
と
の
相
互
に
助
け
合
う
活
動
に
関

す
る
連
絡
・
調
整
を
行
い
ま
す
。

※
町
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
乳
児
全
戸
訪
問
事
業

　

生
後
4
カ
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る
全
て
の
家
庭

を
訪
問
し
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
や

養
育
環
境
等
の
把
握
を
行
い
ま
す
。

※
町
で
は
、
各
家
庭
に
保
健
師
が
訪
問
し
、
子
育

て
に
役
立
つ
本
の
提
供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
を

行
い
ま
す

　

全
て
の
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業
）
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
、
子
育
て
家

庭
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援

を
行
い
ま
す
。

厚
岸
町
で
行
っ
て
い
る

主
な
支
援
事
業

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
事
業
）

　

乳
幼
児
お
よ
び
保
護
者
に
相
互
の
交
流
を
行
う

場
所
を
提
供
し
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
、
情

報
の
提
供
な
ど
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

※
町
で
は
、
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
は
コ
ア
ぽ
ん
と

　町では、『子ども
・子育て支援新制度』
において、子どもや
子育て家庭が必要と
する事業やサービス
を計画的に整備するため、子ども・子育
て支援法に基づき平成27年から平成31年
までの 5年間を計画期間とする『厚岸町
子ども・子育て支援事業計画』を策定し
ます。
　 3月中に『厚岸町子ども・子育て支援
事業計画（案）』のパブリックコメントを
募集します。

保育の必要な事由として認められるもの

①就労（フルタイムのほか、パートタイム、夜間、居

　宅内の労働など、基本的に全ての就労を含む）

②妊娠、出産

③保護者の疾病、障害

④同居または長期入院している親族を常時介護・看護

⑤災害復旧

⑥求職活動（起業準備を含む）

⑦就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）

⑧虐待やＤＶの恐れがあること

⑩その他、上記に類する状態として町長が認める場合

⑨育児休業取得中に、既に保育を利用している子ども

　がいて継続利用が必要であること

■表 2　保育を必要とする事由
　　　　（次のいずれかに該当することが必要です）

●問い合わせ／児童福祉係 　53-3333

『厚岸町子ども・子育て
　　支援事業計画』を策定します

\

支給認定区分 対象
利用できる

施設

3号認定

（満3歳未満・保育認定）

2号認定

（満3歳以上・保育認定）

満3歳未満で保育を必要

とする子ども（表2参照）

満3歳以上で保育を必要

とする子ども（表2参照）

保育所

保育所

幼稚園
満3歳以上の未就学児

（就学時を除く）

1号認定

（教育標準時間認定）

■表 1　支給認定区分

　 町より
入所決定通知

　 および

支給認定証を
　　交付
　　

保育所の状況に
より利用調整

保育の必要性の
　 認定申請

　　および

　 保育所の
　 利用申請

保
育
を
利
用
す
る
際
の

手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

　

保
育
所
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
教
育
・
保
育

の
必
要
性
に
応
じ
た
支
給
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
支
給
認
定
に
は
3
つ
の
区
分（
表
1
）

に
分
か
れ
、
区
分
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
施
設
や

手
続
が
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
2
号
認
定
お
よ
び
3
号
認
定
は
保
育
を

必
要
と
す
る
事
由（
表
2
）に
該
当
す
る
場
合
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
※
町
内
の
幼
稚
園
は
、
平
成
27
年
度
は
新
制
度
に

移
行
し
な
い
の
で
、
今
ま
で
ど
お
り
の
手
続
と
な

り
ま
す
。
平
成
28
年
度
以
降
新
制
度
に
移
行
す
る

場
合
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子ども・子育て支援
　　　  制度が始まります
子ども・子育て支援
　　　  制度が始まります
“新”“新”

　

平
成
24
年
8
月
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
』
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
と
関
連
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
、
幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、
地
域

の
子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
や
質
の
向
上
を
進
め
て
い
く
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
』
が
平
成
27
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
『
保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
』
と
言

う
考
え
方
の
も
と
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総

合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

利用手続の流れ


